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歳入では、町税が前年度より 9864 万 6
千円減の 16億 2180 万 4千円を見

込んでいます。町民税の納税義務者数減少や景
気低迷による法人税の減少などを見込み、減額
となりました。
歳入全体の約５割を占める地方交付税は、

普通交付税が 3億 3700 万円の増額、特別交
付税が 3000 万円の減額で、総額 78 億 1500
万円を見込んでいます。
国庫支出金は、能都中学校改築事業に伴う

交付金で 6億 916 万 6 千円、子ども手当給付
事業で 3842 万 5 千円、予防接種事業で 438
万 5 千円などが増額となり、総額 14 億 6002
万 7千円を見込んでいます。
町債は、防災行政告知施設整備事業や能都

中学校改築事業などの大型事業の実施により 7
億 1310 万円と大幅な増額で総額 22 億 1720
万円となりましたが、公共事業の地域経済への
影響と公債費負担の適正化とのバランスを保ち
ながら、計画的に発行額の抑制に努めています。

歳出を性質別でみると、義務的経費が総
額 65億 6783 万 9千円で歳出全体

の 44.4％を占めています。人件費は職員の退
職など行政改革の推進により退職手当負担金が
増額となりましたが、職員給などが減額となり、
前年度より 2480 万 1千円減の 24 億 1107 万
7千円となりました。扶助費は 3歳未満の子ど
も手当給付額の増額や子ども医療費給付事業な
どで前年度より 5762 万 9 千円増額し、10 億
301 万 9 千円となりました。公債費は、これ
までの計画的な繰上償還や新たな地方債の発行
抑制などで、前年度より 1億 6166 万 8 千円
減の 31億 5324 万 3千円となりました。
普通建設事業費では、能都中学校改築事業

をはじめ、防災行政告知施設整備事業、まちづ
くり交付金事業（旧宇出津駅周辺整備）など大
型事業の着工により、前年度より 13 億 4039
万円増の 28億 2668 万 6千円となりました。
補助費等では、奥能登広域圏事務組合での

市町共同によるシステム統合経費の負担や高規
格救急車更新などが増えた一方で、公立宇出津
病院への補助金が大きく減少。211 万 4 千円
減の総額 23 億 6900 万 4 千円となりました。
積立金は、新たに地域医療対策基金を設置した
ことなどで、１億2639万 4千円となりました。

用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
：
町
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、繰
入
金
、諸

収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
：
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債
な
ど
国

の
意
志
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
：
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金

分
担
金
・
負
担
金･･

保
育
料
や
そ
の
他
受
益

者
負
担
金
な
ど

使
用
料
及
び
手
数
料･･

施
設
使
用
料
な
ど

繰
入
金
：
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金

諸
収
入
：
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の
収
入

科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
：
地
域
間
の
税
源
の
不
均
衡

を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、国
が
一
般
財
源
と
し

て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
：
各
種
事
業
に
対

す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

町
債
：
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
：
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報
酬
、特

別
職
給
与
、職
員
給
与
な
ど

扶
助
費
：
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、

生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人
福
祉
法

な
ど
に
基
づ
き
、生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
：
町
債
の
元
利
償
還
金
お
よ
び
一

時
借
入
金
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
、学
校
な
ど
公
共

用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事
業
に
要
す

る
経
費

物
件
費
：
臨
時
職
員
の
賃
金
、需
用
費（
消

耗
品
等
）、役
務
費（
郵
便
料
、火
災
保
険
等

の
保
険
料
等
）、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、奥
能

登
ク
リ
ー
ン
組
合
や
宇
出
津
病
院
へ
の
負

担
金
な
ど

繰
出
金
：
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た
は
、

特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る
経
費

【
財
政
指
数
】

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積

み
立
て
た
り
、定
額
資
金
を
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お

金
が
多
い

起
債
制
限
比
率
：
普
通
会
計
の
支
出
全
体

に
占
め
る
公
債
費
の
割
合
か
ら
地
方
債
発

行
の
状
況
を
判
断
す
る
指
標

実
質
公
債
費
比
率
：
普
通
会
計
に
企
業
会

計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た
、実
質
的
な

公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
指

標

町税
16億2180万4千円（11.0％）

分担金及び負担金
1億6555万9千円（1.1％）

使用料及び手数料
2億1561万4千円（1.5％）

繰入金
2518万2千円（0.2％）

諸収入・その他
7102万9千円（0.4％）

地方交付税
78億1500万円（52.9％）

国庫支出金
14億6002万7千円（9.9％）

県支出金
7億5538万5千円（5.1％）

地方譲与税
1億5670万円

（1.1％）

地方消費税交付金
1億8200万円（1.2％）

町債
22億1720万円（15.0％）

その他
9550万円（0.6％）

自主
財源

（14.2%）

依存財源
（85.8%）

◆経常収支比率
▲実質公債費比率
■起債制限比率

H17 H18 H19 H20 H21 H22
見込

H23
見込

20

80

100

120
％

◆

■ ■ ■

104.7

17.5 16.1 14.1

▲ ▲ ▲
22.5※ 23.2 21.1

◆ ◆ ◆ ◆
99.7 99.7 95.4 94.1

▲ ▲ ▲ ▲
19.2 18.9 18.2 18.0
■ ■ ■ ■12.3 11.7 11.2 10.6

147億8100万円
一般会計予算

人件費
24億1107万7千円（16.3％）

扶助費
10億301万9千円（6.8％）

公債費
31億5324万3千円

（21.3％）

普通建設事業費
28億2668万6千円（19.1％）

物件費
11億9230万4千円（8.1％）

補助費等
23億6900万4千円（16.0%）

繰出金
14億3844万1千円（9.7%）

維持補修費・積立金・その他
3億8722万6千円（2.7%）

義務的
経費

（44.4%）

投資的
経費

（19.1%）

消費的
経費

（36.5%）

総務費
21億1586万5千円（14.3％）

民生費
25億5796万7千円

（17.3％）

衛生費
18億1933万9千円

（12.3％）

農林水産業費
7億1791万4千円（4.8％）商工費

2億6267万円（1.8％）

土木費
13億5485万8千円（9.2％）

消防費
5億3122万6千円

（3.6％）

教育費
 19億4478万7千円

（13.2％）

公債費
31億5325万3千円

（21.3％）

その他 3億2312万1千円
（2.2％）

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 14億 5000 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 22年度末（見込） 平成 23年度（見込）

普通会計※ 　　228 億 452 万円 　　231 億 3972 万 3 千円
特別会計 　　120 億 8815 万 3 千円 　　118 億 8598 万 6 千円
企業会計 　　 44 億 7166 万 8 千円 　　 42 億 9163 万 4 千円

計 　　393 億 6434 万 1 千円 　　393 億 1734 万 3 千円
※一般会計と有線放送特別会計の合計

◆基金総額
区分 平成 22年度末（見込） 平成 23年度（見込）

一般会計 　　 30 億 9669 万 4 千円 　　 31 億 9790 万 8 千円

◆財政指標の推移

※実質公債費比率の H17
　は制度改正後に置きか
　えると「23.9」
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区分 予算額 増減

一般会計 147億8100万円 10.9％

特別会計（合計） 83億1972万3千円 17.0％
有線放送 12億2034万8千円 512.4％
国民健康保険 28億6432万4千円 3.6％

保険事業勘定 28億5869万6千円 3.6％
直営診療施設勘定 562万8千円 0.7％

後期高齢者医療 3億 663万4千円 0.5％
介護保険 24億6236万9千円 3.0％

保険事業勘定 24億4284万円 3.0％
サービス事業勘定 1952万9千円 4.5％

観光施設 4434万6千円 △10.8％
公共下水道事業 6億4184万2千円 1.2％
農業集落排水事業 3億1715万3千円 1.1％
漁業集落排水事業 3703万9千円 0.6％
浄化槽整備推進事業 5330万1千円 0.8％
簡易水道 3億7236万7千円 2.1％

企業会計
水道事業会計 6億2751万9千円 13.4％

収益的支出 4億 641万円 8.6％
資本的支出 2億2110万9千円 23.7％

病院事業会計 25億9869万6千円 0.9％
収益的支出 23億3423万3千円 1.1％
資本的支出 2億6446万3千円 △ 0.8％

予算合計 263億2693万8千円 11.7％

◆会計別予算額 会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

生
活
交
通
対
策
事
業

６
８
７
０
万
５
千
円

▽
路
線
バ
ス
運
営
費
補
助
、
町
営
バ

ス
運
行
事
業
、
能
登
有
料
道
路
軽
減

対
策
補
助
な
ど

防
災
行
政
告
知
施
設
整
備
事
業

3
億
２
２
２
２
万
９
千
円

▽
能
都
地
区
防
災
行
政
告
知
放
送
設

備
整
備
事
業

町
道
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

３
億
１
４
０
２
万
４
千
円

▽
藤
波
崎
山
1
号
線
ほ
か
新
規
13
路

線
、
1
級
神
和
住
柳
田
1
号
線
ほ
か

継
続
4
路
線
、
除
雪
機
械
整
備

県
営
新
町
通
り
線
街
路
整
備
事
業

４
９
９
３
万
１
千
円

▽
梶
川
橋
の
架
け
替
え
な
ど

勤
労
者
対
策
事
業１

２
８
３
万
５
千
円

▽
労
働
保
険
緊
急
助
成
金
な
ど

緊
急
雇
用
創
出
事
業

７
４
６
６
万
３
千
円

▽
離
職
し
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高

年
齢
者
の
雇
用
支
援
な
ど

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

３
２
７
０
万
８
千
円

▽
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
雇
用

に
つ
な
が
る
新
規
事
業
実
施
に
た
い

す
る
委
託

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
飼
育
事
業

２
７
７
５
万
３
千
円

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業

９
２
０
０
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
ほ
か
障

害
者
福
祉
事
業
3
億
６
４
６
４
万
円

▽
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
、

自
立
支
援
医
療
費
、
就
労
継
続
支
援

な
ど
自
立
支
援
事
業
、
障
害
児
援
護

事
業
、
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

２
４
７
９
万
１
千
円

▽
中
学
生
ま
で
の
入
通
院
助
成
。

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

２
億
６
４
６
８
万
２
千
円

母
子
保
健
推
進
事
業

１
２
８
７
万
１
千
円

▽
妊
婦
健
康
診
査
、
不
育
治
療
支
援

特
別
支
援
員
配
置
事
業

１
４
１
４
万
５
千
円

▽
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
の
介
助
や

学
習
支
援
を
行
う
支
援
員
を
増
員

能
登
高
校
支
援
事
業
　

１
２
１
１
万
５
千
円

▽
新
入
生
制
服
購
入
支
援
・
交
通
費

助
成
、
部
活
動
費
助
成
な
ど

能
都
中
学
校
改
築
事
業

11
億
４
２
３
０
万
８
千
円

満
天
星
管
理
費
５
６
７
６
万
７
千
円

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
更
新
事
業

真
脇
遺
跡
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　

　
４
２
９
６
万
７
千
円

墓
地
公
園
管
理
費（
墓
地
拡
張
整
備
）

　
　
６
２
４
１
万
円

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
事
業

９
１
７
０
万
３
千
円

能
登
町
音
頭
制
作
２
５
０
万
７
千
円

赤
崎
集
会
所
整
備
事
業

２
６
７
９
万
２
千
円

広
報
発
行
費
　
　
４
０
６
万
４
千
円

地
域
振
興
費
　
　
４
２
１
万
２
千
円

石
川
県
議
会
議
員
選
挙

７
６
２
万
５
千
円

有
線
放
送
事
業
費

10
億
５
２
８
９
万
６
千
円

▽
有
線
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
の
た

め
能
都
地
区
を
再
整
備

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

２
億
６
６
８
８
万
１
千
円

▽
旧
宇
出
津
駅
周
辺
整
備
、
商
工
会

横
南
北
道
路

公
営
住
宅
整
備
事
業

９
２
４
４
万
６
千
円

▽
城
野
住
宅
建
替
（
1
棟
2
戸
）、

梅
ノ
木
団
地
外
構
整
備
な
ど

消
防
施
設
等
整
備
事
業

４
６
５
８
万
１
千
円

▽
宇
出
津
第
2
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
、
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
（
3
カ

所
）
な
ど

公
共
下
水
道
事
業

1
億
７
６
５
１
万
3
千
円

▽
松
波
処
理
区
整
備
事
業
、
雨
水
対

策
事
業

▽
町
内
農
家
生
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
全
量
引
き
取
り
、
所
得
の
向
上
に

よ
る
営
農
意
欲
向
上
と
地
域
活
性
化

を
目
指
す

遊
休
農
地
有
効
利
用
促
進
事
業

１
０
０
０
万
円

▽
耕
作
が
放
置
さ
れ
1
年
以
上
経
過

し
た
農
地
で
、
新
た
に
農
魚
生
産
に

取
り
組
む
農
業
者
を
支
援

事
業
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、
乳
児

県
外
医
療
機
関
受
診
助
成

が
ん
検
診
事
業

１
５
１
６
万
６
千
円

▽
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
・
甲

状
腺
が
ん
検
診
。
休
祝
日
、
夜
間
検

診
な
ど
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
配
慮

病
院
事
業
会
計
補
助
金

４
億
７
４
５
１
万
１
千
円

▽
地
域
医
療
対
策
基
金
積
立
ほ
か

予
防
接
種
事
業

４
２
９
３
万
2
千
円

▽
史
跡
整
備
事
業
。
環
状
木
柱
列
復

元
工
事
、
出
土
木
製
品
保
存
処
理
な

ど
。

藤
波
運
動
公
園
管
理
費

４
９
２
９
万
７
千
円

▽
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
4
面
改
修
工
事

①
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

④
創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
す

　
ま
ち
づ
く
り

⑥
住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑦
高
度
通
信
網
の
活
用
と

　
健
全
な
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

別
所
岳
Ｓ
Ａ
利
活
用
事
業
　
40
万
円

▽
震
災
復
興
事
業
。
25
年
4
月
の
無

料
化
・
能
越
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
向
け
て
、
別
所
岳
Ｓ
Ａ
に
能
登
の

観
光
・
物
産
な
ど
の
情
報
発
信
拠
点

を
連
携
し
て
築
く

海
洋
深
層
水
振
興
事
業

２
５
４
８
万
７
千
円

▽
蓄
養
施
設
整
備
。
能
登
の
塩
ブ
ラ

ン
ド
化
戦
略
事
業
「
第
1
回
し
お
サ

ミ
ッ
ト
」
開
催
な
ど

ブルーベリー

松波市街地の浸水対策


